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大会概要

10：00～15：00 吟行ツアー「大正浪漫と潮風の薫る門司港レトロ ～めかり公園散策」
15：00～17：00 当日投句受付

8：30～10：00 当日投句受付
9：00 大会受付開始
9：30～12：00 自由見学会（周遊バス運行） ※バス乗車及び施設観覧は無料

12：00 イベントホール開場
13：00 開会（主催者あいさつ他）
13：10～14：10 講演会
 （講師）相田 一人 氏（相田みつを美術館館長）
 （演題）「言葉・コトバ・ことばはチカラ
 　　　　　～父・相田みつをの書と言葉」

14：25～15：45 「事前投句の部」表彰式、選評
 「当日投句の部」表彰式、選評
15：45～16：00 抽選会
 閉会

令和６年３月２日（土）～３日（日）
北九州国際会議場（福岡県北九州市小倉北区浅野 3-9-30）他

３月２日（土）

３月３日（日）

日　時

会　場

開催プログラム

休　憩

文学館文学館松本清張記念館松本清張記念館平和のまちミュージアム平和のまちミュージアム

相田 一人 氏

変わらないものだけを見つめ、毎日を新鮮に生き、裸の自分を語り続けてきた
父・相田みつを、心の歳時記ともいえる作品集「にんげんだもの」を通して、父の
思いや生き方、作品の背景などについて語ります。
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※50音順・敬称略

今井　肖子
いま い　　しょうこ

昭和29年 神奈川県生まれ
昭和53年 津田塾大学学芸学部数学科卒業
平成12年 母・千鶴子の手ほどきで俳句を始める
平成13年 稲畑汀子に師事、「ホトトギス」、社団法人日

本伝統俳句協会に入会
平成15年 第14回日本伝統俳句協会新人賞受賞
平成17年 第16回日本伝統俳句協会賞受賞
平成20年 「ホトトギス」同人
句　　集 「花もまた」
そ の 他 愛媛新聞女性俳壇選者

西村　和子
にしむら　　　かず　こ

昭和23年 神奈川県生まれ
昭和41年 慶応義塾大学文学部入学後、慶大俳句に所属

し、清崎敏郎に師事
昭和59年 第７回俳人協会新人賞受賞
平成８年 行方克巳と「知音」創刊
平成19年 句集「心音」により第46回俳人協会賞受賞
句　　集 「夏帽子」「窓」「かりそめならず」自註「西村和

子集」「心音」「鎮魂」「季題別　西村和子句集」
「椅子ひとつ」「自句自解ベスト100」「わが桜」

著　　書 「虚子の京都」第19回俳人協会評論賞受賞
 「添削で俳句入門」「季語で読む源氏物語」「俳

句のすすめ―若き母たちへ―」「季語で読む
枕草子」「気がつけば俳句」「季語で読む徒然
草」「清崎敏郎の百句」「自由切符」

そ の 他 公益社団法人俳人協会副会長
 公益社団法人日本文藝家協会会員

寺井　谷子
てら  い　　　 たに  こ

昭和19年 福岡県小倉市（現北九州市）に生まれ、10歳よ
り俳句を始める

昭和41年 明治大学文学部演劇学専攻卒業。「自鳴鐘」編
集に携わる

平成４年 第39回現代俳句協会賞、北九州市民文化賞を
受賞

平成14年 「NHK俳壇」選者
平成19年 「自鳴鐘」主宰
平成28年 第７回桂信子賞を受賞
平成29年 第16回山本健吉賞を受賞
句　　集 「笑窪」「以爲」「街・物語」「未来」「人寰」「母の

家」「夏至の雨」
エッセイ・評論　「四季を見る」「紙の碑」
 「俳句の海へ　言葉の海へ」
そ の 他 一般社団法人現代俳句協会副会長
 公益社団法人日本文藝家協会会員

小川　晴子
お　がわ　　  はる   こ

昭和21年 千葉市生まれ
 立教女学院高校を経て、聖心女子学院英語専

攻科卒業
昭和41年 英国聖心に留学
 祖母・中村汀女、母・小川濤美子に師事
平成17年 第一句集「花信」
 「風花」副主宰
平成24年 第二句集「摂津」
 世田谷区俳句連盟会長
平成29年 「今日の花」主宰
令和元年 第三句集「今日の花」
令和５年 第四句集「榾明り」
句　　集 「花信」「摂津」「今日の花」「榾明り」
そ の 他 公益社団法人俳人協会評議員
 公益社団法人日本文藝家協会会員
 「三越カルチャーサロン」講師
 「朝日カルチャー」講師
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句
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4

初
茜
松
黒
々
と
立
ち
上
が
る

（
福
岡
県
　
み
や
こ
町
）

柳
田
　
柑
奈

西
村
　
和
子
　
先
生
　
特
選

全
国
俳
句
大
会
in
北
九
州
大
賞

◆
受
賞
者
の
声

　
初
日
の
出
を
見
た
く
て
、
海
岸
で
待
っ
て
い
た
時
に
出
来
た
句
で
す
。
松
が
姿
を
現
わ
し
て
く
る
雄
々
し
さ
が
命
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
俳
句
が
出
来
る
と
嬉
し
く
、
出
来
な
い
と
沈
む
俳
句
初
心
者
で
す
。
賞
を
い
た
だ
け
て
、

二
度
見
確
認
す
る
程
、
嬉
し
く
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
自
然
に
親
し
み
、
丁
寧
な
生
活
を
し
な
が
ら
俳
句

に
投
影
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病
棟
に
届
く
運
動
会
の
音

（
福
岡
県
　
福
岡
市
）

江
守
　
宏
二

今
井
　
肖
子
　
先
生
　
特
選

北
九
州
市
長
賞

◆
受
賞
者
の
声

　
こ
の
度
、
北
九
州
市
長
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
嬉
し
い
と
同
時
に
非
常
に
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。
受
賞
句
は
、
運
動

会
と
い
う
季
語
を
何
か
少
し
違
う
観
点
か
ら
詠
め
な
い
か
と
考
え
、
自
分
の
入
院
経
験
を
基
に
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
俳

句
を
始
め
て
ま
だ
日
が
浅
く
季
語
と
格
闘
す
る
毎
日
で
す
が
、
多
詠
多
捨
と
い
う
言
葉
の
通
り
多
く
の
句
を
作
り
精
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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今
ど
こ
に
黒
田
杏
子
の
遍
路
杖

（
長
崎
県
　
佐
世
保
市
）

牛
飼
　
瑞
栄

小
川
　
晴
子
　
先
生
　
特
選

特
別
賞◆

受
賞
者
の
声

　
こ
の
度
は
特
別
賞
の
通
知
を
い
た
だ
き
選
者
の
先
生
方
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
黒
田
杏
子
先
生
に
は
一

昨
年
、
昨
年
と
特
選
を
頂
き
、
昨
年
は
お
会
い
出
来
る
の
を
楽
し
み
に
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
体
調
不
良
で
欠
席
さ

れ
、
そ
の
後
、
三
月
十
三
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
桜
の
季
節
、
先
生
は
彼
の
世
で
も
き
っ
と
花
の
巡
礼
を

続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



【
選
評
】

　

下
五
を
、
「
音
」
と
言
い
止
め
る
こ
と
で
余
韻
が
、
病
室
で
は
な
く
「
病

棟
」
と
す
る
こ
と
で
客
観
性
と
空
間
の
広
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
と

き
に
は
騒
音
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
学
校
の
音
、
特
に
運
動
会
は

歓
声
や
音
楽
で
か
な
り
賑
や
か
で
す
が
、
「
届
く
」
と
い
う
表
現
に
そ
れ

を
好
ま
し
く
受
け
止
め
て
い
る
作
者
の
優
し
い
視
線
を
感
じ
ま
す
。

【
選
評
】

　

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
象
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
動
く
象
の
耳
。
そ
の
動
き

を
、
「
空
へ
は
ば
た
く
」
と
感
じ
た
作
者
は
、
う
す
み
ず
い
ろ
の
春
の
空

に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
白
い
雲
を
見
上
げ
て
ふ
と
乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
選
評
】

　

中
七
下
五
を
読
む
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
が
こ
れ
が
現
実
、
今
年
も
変

わ
ら
ず
戦
い
が
止
む
こ
と
の
な
い
地
球
で
す
。
太
陽
を
除
く
と
地
球
か
ら

最
も
明
る
く
見
え
る
恒
星
だ
と
い
う
シ
リ
ウ
ス
、
冬
の
空
に
青
白
く
強
く

輝
く
シ
リ
ウ
ス
を
見
上
げ
読
み
手
も
作
者
と
共
に
平
和
を
願
い
、
祈
り
を

捧
げ
る
心
持
に
な
る
で
し
ょ
う
。

【
選
評
】

　

芒
と
風
の
句
は
珍
し
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
遠
く
の
風
の
よ

く
見
え
て
」
と
い
う
表
現
は
、
風
が
吹
き
渡
る
広
々
と
し
た
芒
原
に
身
を

置
い
た
時
そ
う
い
え
ば
確
か
に
、
と
思
わ
せ
ま
す
。
過
不
足
な
く
素
直
な

仕
立
て
の
句
で
す
。

【
選
評
】

　

省
略
が
効
い
た
一
句
。
赤
地
に
白
抜
き
で
、
「
宝
く
じ
」
と
書
か
れ
た

看
板
を
掲
げ
ぽ
つ
ん
と
設
え
て
い
る
こ
と
も
多
い
宝
く
じ
売
り
場
の
誘
う

よ
う
な
灯
り
が
見
え
ま
す
。

シ
リ
ウ
ス
や
戦
火
の
中
の
赤
ん
坊

（
福
岡
県　

岡
垣
町
）

岸
原　

邦
代

芒
原
遠
く
の
風
の
よ
く
見
え
て

（
神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎
市
）

坂
口　

和
代

病
棟
に
届
く
運
動
会
の
音

（
福
岡
県　

福
岡
市
）

江
守　

宏
二

麗
か
や
空
へ
羽
ば
た
く
象
の
耳

（
東
京
都　

目
黒
区
）

佐
藤　

二
葉

一
坪
を
灯
し
年
末
宝
く
じ

（
富
山
県　

入
善
町
）

四
十
物
文
代

特  

選
（
五
句
）
今
井
　
肖
子
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戦
無
き
日
本
列
島
月
を
観
る

 

（
徳
島
県　

石
井
町
） 

石　

川　

富　

子

ど
の
木
に
も
鳥
の
恋
あ
り
多
佳
子
の
忌

 

（
埼
玉
県　

さ
い
た
ま
市
） 

増　

田　

信　

雄

つ
り
革
を
つ
か
む
あ
ま
た
の
指
秋
思

 
（
愛
知
県　

北
名
古
屋
市
） 

梅　

田　

昌　

孝

人
に
尾
の
か
す
か
に
残
り
天
高
し

 

（
東
京
都　

練
馬
区
） 

太　

田　

史　

彩

ほ
こ
ろ
び
の
始
ま
る
一
糸
開
戦
日

 

（
大
分
県　

大
分
市
） 
岩　

波　

千
代
美

指
先
の
白
く
透
く
ま
で
芹
洗
ふ

 

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
） 

月
野
木　

若　

菜

秋
の
日
の
お
喋
り
い
つ
か
来
る
別
れ

 

（
福
岡
県　

福
岡
市
） 

有　

田　

真
理
子

新
米
を
担
ぎ
嬉
し
き
重
さ
か
な

 

（
兵
庫
県　

神
戸
市
） 

小　

柴　

智　

子

小
姑
の
話
を
焼
べ
る
磯
焚
火

 

（
京
都
府　

京
都
市
） 

北　

村　

峰　

月

遊
女
た
ち
の
骨
壺
素
焼
一
葉
忌

 

（
千
葉
県　

南
房
総
市
） 

田　

沼　

美
智
子

泣
く
よ
う
に
歌
い
出
す
母
赤
と
ん
ぼ

 

（
東
京
都　

大
田
区
） 

青　

木　

栄　

子

い
く
た
び
も
掌
に
あ
た
た
め
て
雛
流
す

 

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
） 

多　

田　

学　

友

木
の
実
降
る
父
の
匂
ひ
の
散
歩
道

 

（
福
岡
県　

桂
川
町
） 

野　

上　

マ
チ
子

冬
構
砦
な
し
た
る
化
粧
品

 

（
和
歌
山
県　

岩
出
市
） 

澤　

田　

慎
一
郎

書
き
出
し
は
い
つ
も
遺
書
め
く
初
日
記

 

（
福
島
県　

西
郷
村
） 

黒　

澤　

正　

行

入  

選
（
十
五
句
）
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【
選
評
】

　
「
花
満
ち
て
ゆ
く
鈴
の
音
の
湧
く
や
う
に
　
杏
子
」

　
「
や
う
や
く
に
を
ん
な
遍
路
を
こ
こ
ろ
ざ
す
　
杏
子
」

　
日
本
全
国
の
「
桜
花
巡
礼
」
と
西
国
、
坂
東
、
秩
父
、
四
国
遍
路
の
多
く
の
俳

句
が
あ
り
ま
す
。
大
会
で
杏
子
先
生
に
会
え
な
い
の
は
大
変
に
寂
し
い
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
私
共
を
見
守
っ
て
下
さ
い
。

【
選
評
】

　
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛
）
は
、
筑
前
国
福
岡
藩
祖
で
す
。
福
岡
城
の
築
城

や
町
の
区
画
整
理
な
ど
福
岡
に
ゆ
か
り
が
深
い
軍
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
官
兵
衛
が
往
来
し
た
街
道
に
毎
年
巣
を
作
る
燕
が
飛
来
す
る
喜
び
が

読
み
手
に
わ
か
り
ま
す
。
戦
国
の
世
の
官
兵
衛
を
偲
ぶ
郷
土
愛
と
現
世
の

安
泰
に
感
謝
で
す
。

【
選
評
】

　
「
夫
婦
喧
嘩
は
犬
も
食
わ
な
い
」
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
「
冷
め
た
パ

ン
」
と
「
そ
ぞ
ろ
寒
」
に
、
喧
嘩
の
後
味
の
わ
る
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
す
ぐ
に
仲
直
り
し
て
下
さ
い
。

【
選
評
】

　
は
つ
も
の
で
長
寿
を
願
う
有
明
海
産
一
番
摘
み
海
苔
「
縁
起
の
り
」
を

頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
味
・
香
り
・
口
ど
け
」
が
お
い
し
さ
の
決

め
手
だ
そ
う
で
す
。
は
つ
も
の
の
海
苔
を
喜
ぶ
作
者
の
心
優
し
い
思
い
が

「
四
つ
折
八
つ
折
香
を
た
た
む
」
に
よ
く
表
れ
て
ま
す
。

【
選
評
】

　
阿
蘇
九
月
は
ま
だ
暑
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
を
続
け
て
い
る
火
口
を
囲
む
外
輪
山
の
火
口
原
に
は
田
畑
が
開
け
、

国
道
、
鉄
道
が
あ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
ま
す
。
肥
沃
な
土
地
と

湧
水
に
守
ら
れ
た
日
々
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

特  

選
（
五
句
）

そ
ぞ
ろ
寒
喧
嘩
の
後
の
冷
め
た
パ
ン

（
東
京
都
　
墨
田
区
）

三
井
千
賀
子

新
海
苔
や
四
つ
折
八
つ
折
香
を
た
た
む

（
東
京
都
　
品
川
区
）

天
野
　
眞
弓

今
ど
こ
に
黒
田
杏
子
の
遍
路
杖

（
長
崎
県
　
佐
世
保
市
）

牛
飼
　
瑞
栄

官
兵
衛
の
駆
け
し
街
道
燕
来
る

（
大
分
県
　
宇
佐
市
）

今
村
　
七
栄

特  

選
（
五
句
）

火
と
生
き
て
水
と
暮
れ
ゆ
く
阿
蘇
九
月

（
大
阪
府
　
高
槻
市
）

山
路
　
幸
和

小
川
　
晴
子
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阿
蘇
牛
の
動
け
ば
動
く
牧
の
霧

 

（
大
分
県
　
大
分
市
） 

小
　
田
　
祥
　
子

縺
れ
糸
ほ
ろ
り
ほ
ど
け
て
鰯
雲

 

（
神
奈
川
県
　
横
浜
市
） 

横
　
田
　
澄
　
江

托
鉢
の
僧
の
か
か
と
や
冬
ざ
る
る

 
（
東
京
都
　
世
田
谷
区
） 

野
　
上
　
　
　
卓

阿
蘇
野
来
て
そ
の
果
て
見
え
ぬ
草
紅
葉

 

（
福
岡
県
　
北
九
州
市
） 

長
　
尾
　
キ
ヌ
ヱ

入
り
船
の
金
波
に
乗
り
て
冬
の
凪

 

（
神
奈
川
県
　
横
浜
市
） 
佐
々
木
　
澄
　
子

語
り
そ
む
あ
の
日
あ
の
と
き
雛
の
客

 

（
埼
玉
県
　
日
高
市
） 

日
和
田
　
ひ
わ
た

重
陽
の
夕
日
背
負
ひ
て
子
等
家
路

 

（
東
京
都
　
板
橋
区
） 

赤
　
松
　
曙
　
子

ぼ
う
た
ん
の
崩
れ
る
前
の
吐
息
か
な

 

（
鹿
児
島
県
　
鹿
児
島
市
） 

内
　
　
　
ひ
と
み

朝
採
り
の
胡
瓜
を
提
げ
て
碁
友
来
し

 

（
福
岡
県
　
北
九
州
市
） 

さ
と
う
　
英
　
基

小
春
日
や
埴
輪
泣
く
か
に
笑
ふ
か
に

 

（
福
岡
県
　
福
岡
市
） 

山
　
口
　
裕
　
子

流
れ
星
何
処
に
向
か
ふ
貨
車
の
列

 

（
神
奈
川
県
　
大
磯
町
） 

安
　
部
　
衣
　
世

囁
は
魔
女
か
も
知
れ
ぬ
雪
催

 

（
岩
手
県
　
盛
岡
市
） 

深
　
澤
　
範
　
子

恋
文
の
や
う
に
句
を
詠
み
秋
深
し

 

（
福
岡
県
　
太
宰
府
市
） 

柴
　
田
　
慧
美
子

割
り
切
れ
ぬ
人
生
余
り
日
記
買
ふ

 

（
大
分
県
　
大
分
市
） 

山
　
下
　
雄
　
子

方
言
も
入
り
て
し
み
入
る
お
で
ん
鍋

 

（
福
岡
県
　
北
九
州
市
） 

出
來
谷
　
通
　
保

入  

選
（
十
五
句
）
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【
選
評
】

　

元
日
の
明
け
方
の
空
が
茜
色
に
染
ま
っ
た
時
、
松
の
全
容
が
黒
々
と
見

え
た
こ
と
を
「
立
ち
上
が
る
」
と
い
う
動
き
を
も
っ
て
描
い
た
点
に
、
迫

力
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
松
の
姿
に
、
新
年
を
迎
え
た
作
者
の
心
が
投
影

さ
れ
て
い
ま
す
。
端
正
な
、
美
し
い
作
品
で
す
。

【
選
評
】

　

日
が
の
ぼ
る
と
起
き
て
、
太
陽
の
光
が
あ
る
う
ち
は
働
き
、
日
が
暮
れ

る
と
そ
の
日
の
仕
事
は
終
わ
り
に
す
る
。
健
康
的
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
今
日
は
一
年
で
最
も
日
が
短
い
冬
至
。
息
災
を
祈
っ
て

冬
至
粥
を
食
べ
る
の
も
、
自
然
の
運
行
に
逆
ら
わ
な
い
健
全
な
生
き
方
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

【
選
評
】

　

落
葉
と
共
に
木
漏
れ
日
も
散
ら
ば
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
地
面
の
落
葉

を
掻
き
集
め
て
き
れ
い
に
し
た
頃
に
は
、
木
漏
れ
日
も
消
え
て
い
た
の
で

す
。
時
間
の
経
過
を
描
い
た
句
で
す
が
、
表
現
に
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
遊
び
心
も
句
を
作
る
上
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

【
選
評
】

　

「
若
い
頃
に
は
満
員
電
車
の
中
か
ら
で
も
夕
焼
を
見
よ
う
と
し
た
」
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
日
常
の
生
活
の
中
で
、
詩
ご
こ
ろ
を
育
て
る
と

は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
作
者
は
わ
ざ
わ
ざ
途
中
下
車
し

て
、
日
本
海
の
夕
焼
を
見
て
、
こ
の
作
品
を
得
た
の
で
す
。
そ
の
心
根
に

共
感
を
覚
え
ま
す
。

【
選
評
】

　

蓮
見
舟
と
い
う
も
の
は
、
蓮
池
の
わ
ず
か
な
水
面
を
巡
る
の
で
、
小
さ

な
舟
で
す
。
乗
り
込
む
時
も
揺
れ
ま
す
し
、
ち
ょ
っ
と
身
じ
ろ
ぎ
す
る
だ

け
で
揺
れ
る
の
で
、
転
覆
し
な
い
か
と
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
、
そ
の
気
持

は
わ
か
り
ま
す
。
蓮
の
花
を
見
て
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

木
漏
れ
日
も
掃
き
集
め
た
る
落
葉
掻

（
山
口
県　

下
松
市
）

西
村　

玲
子

途
中
下
車
し
て
夕
焼
の
日
本
海

（
山
口
県　

下
関
市
）

金
澤　

萬
里

初
茜
松
黒
々
と
立
ち
上
が
る

（
福
岡
県　

み
や
こ
町
）

柳
田　

柑
奈

太
陽
に
従
ふ
暮
し
冬
至
粥

（
長
崎
県　

島
原
市
）

八
木　

花
栗

特  

選
（
五
句
）

船
の
揺
れ
ば
か
り
気
に
な
る
蓮
見
か
な

（
兵
庫
県　

芦
屋
市
）

田
中　
　

俊

西
村
　
和
子
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海
見
ゆ
る
窓
は
塞
が
ぬ
冬
構

 

（
山
口
県　

下
松
市
） 

佃　
　
　

俊　

之

腕
ま
く
り
煽
ぐ
酢
飯
や
雛
祭

 

（
東
京
都　

中
野
区
） 

月　

城　

花　

風

薄
ら
日
を
の
せ
薄
氷
の
煌
め
け
り

 
（
東
京
都　

目
黒
区
） 

佐　

藤　

二　

葉

鉄
瓶
の
ど
こ
も
曲
線
水
の
秋

 

（
岩
手
県　

盛
岡
市
） 

工　

藤　

陽　

子

蜻
蛉
の
飛
び
た
つ
翅
を
あ
げ
に
け
り

 

（
兵
庫
県　

神
戸
市
） 
前　

田　

星　

子

捜
し
も
の
ま
た
さ
が
し
も
の
冬
に
入
る

 

（
福
岡
県　

北
九
州
市
） 

元　

田　

品　

子

水
音
の
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ろ
と
蕗
の
薹

 

（
千
葉
県　

松
戸
市
） 

祐　
　
　

森　

司

水
に
落
ち
な
ほ
し
づ
か
な
り
玉
椿

 

（
愛
媛
県　

松
山
市
） 

松　

井　

洋　

子

雁
渡
る
海
の
青
さ
を
力
と
し

 

（
神
奈
川
県　

川
崎
市
） 

川　

島　

由
美
子

行
き
は
蹴
り
帰
り
は
拾
ふ
木
の
実
か
な

 

（
福
岡
県　

太
宰
府
市
） 

川　

路　

泰　

子

関
門
の
潮
流
速
き
虚
子
忌
か
な

 

（
千
葉
県　

松
戸
市
） 

宮　

都　
　
　

譲

一
樹
づ
つ
見
上
げ
つ
つ
ゆ
く
小
春
か
な

 

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
） 

夏　

野　

猫　

宙

石
橋
の
放
水
高
し
天
高
し

 

（
熊
本
県　

菊
陽
町
） 

田　

島　

三　

閒

水
仙
や
風
の
岬
に
風
の
句
碑

 

（
京
都
府　

城
陽
市
） 

近　

藤　

好　

廣

大
家
族
た
り
し
日
の
こ
と
茎
の
石

 

（
福
岡
県　

北
九
州
市
） 

永　

田　

英　

子

入  

選
（
十
五
句
）
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M E M O
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入  
賞  

作  

品 （
当
日
投
句
）
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玄
海
の
風
に
あ
ら
が
ひ
雁
帰
る

春
潮
や
門
司
に
至
り
て
色
変
は
る

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
）

牛
飼　

瑞
栄

（
東
京
都　

渋
谷
区
）

福
原　

康
之

今
井　

肖
子　

先
生　

入
選

小
川　

晴
子　

先
生　

入
選

西
村　

和
子　

先
生　

入
選

今
井　

肖
子　

先
生　

入
選

西
村　

和
子　

先
生　

入
選

全
国
俳
句
大
会
in
北
九
州
大
賞

北
九
州
市
長
賞
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（
八
句
）

（
二
句
）

玄
海
の
風
に
あ
ら
が
ひ
雁
帰
る

 

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
） 

牛　

飼　

瑞　

栄

大
広
間
雛
三
千
に
明
け
渡
す

 

（
福
岡
県　

築
上
町
） 

中　

嶋　

重　

利

海
風
の
ま
だ
春
風
と
な
り
き
れ
ず

 

（
福
岡
県　

北
九
州
市
） 

元　

田　

品　

子

ひ
な
ま
つ
り
少
年
兵
に
薄
き
髭

 

（
東
京
都　

大
田
区
） 

青　

木　

栄　

子

春
潮
や
門
司
に
至
り
て
色
変
は
る

 

（
東
京
都　

渋
谷
区
） 

福　

原　

康　

之

海
峡
に
開
く
跳
ね
橋
春
遅
々
と

 

（
宮
崎
県　

延
岡
市
） 

森　

山　

淳　

子

積
木
め
く
コ
ン
テ
ナ
の
せ
て
春
の
海

 

（
東
京
都　

目
黒
区
） 

佐　

藤　

二　

葉

軍
馬
帰
ら
ず
春
昼
の
水
飲
場

 

（
大
阪
府　

池
田
市
） 

鈴　

木　

み
の
り

【
選
評
】

　

跳
ね
橋
と
い
う
と
海
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
石
畳
の
下
萌
に
目
を

と
め
ら
れ
た
、
確
か
に
草
青
む
で
し
た
ね
。
良
く
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

海
峡
の
跳
ね
橋
路
地
の
草
青
む

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

久
保　

米
子

【
選
評
】

　

吟
行
で
は
壇
ノ
浦
や
源
平
合
戦
の
壁
画
な
ど
を
見
ま
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
「
し
ほ
ま
ね
き
」
ま
で
発
想
を
と
ば
さ
れ
た
の
が
大
変
個
性
的
で
渋
い

な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

源
平
の
海
を
塒
の
し
ほ
ま
ね
き

（
福
岡
県　

北
九
州
市
）

権
代　

政
樹

今
井
　
肖
子
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（
八
句
）

（
二
句
）

は
ね
橋
は
恋
の
聖
域
シ
ク
ラ
メ
ン

 

（
大
阪
府　

池
田
市
） 

鈴　

木　

み
の
り

白
魚
を
ぐ
っ
と
飲
み
干
す
宵
の
宴

 

（
鹿
児
島
県　

鹿
児
島
市
） 

内　
　
　

ひ
と
み

よ
せ
く
る
波
吹
き
ゆ
く
風
あ
ゝ
ミ
モ
ザ

 

（
福
岡
県　

北
九
州
市
） 

上　

野　

今　

子

師
の
句
碑
の
白
詰
草
に
膝
折
り
て

 

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
） 

横　

田　

澄　

江

清
張
の
蔵
書
よ
り
魚
氷
に
上
る

 

（
神
奈
川
県　

大
磯
町
） 

安　

部　

衣　

世

玄
海
の
風
に
あ
ら
が
ひ
雁
帰
る

 

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
） 

牛　

飼　

瑞　

栄

延
着
の
汀
女
の
句
碑
や
山
笑
ふ

 

（
熊
本
県　

熊
本
市
） 

児　

玉　

胡　

餅

凍
返
る
浮
桟
橋
へ
汽
笛
伸
ぶ

 

（
神
奈
川
県　

横
浜
市
） 

月
野
木　

若　

菜

【
選
評
】

　

春
が
来
て
竜
が
天
に
上
る
時
期
で
す
が
、
吟
行
の
日
は
と
て
も
寒
く

て
、
中
七
の
「
波
を
蹴
立
て
て
」
に
と
て
も
勢
い
を
感
じ
ま
し
た
。

壇
ノ
浦
の
波
を
蹴
立
て
て
竜
天
に

（
東
京
都　

世
田
谷
区
）

菊
田　

和
音

【
選
評
】

　

始
発
駅
に
立
ち
、
「
始
ま
り
の
初
め
の
一
歩
」
と
お
し
ゃ
れ
に
詠
ん
だ

句
。
春
の
訪
れ
を
前
に
何
か
ウ
キ
ウ
キ
す
る
よ
う
な
希
望
に
満
ち
た
感
じ

が
し
ま
し
た
。

始
ま
り
の
初
め
の
一
歩
駅
の
春

（
東
京
都　

目
黒
区
）

佐
藤　

二
葉

小
川
　
晴
子
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（
八
句
）

（
二
句
）

或
時
は
兵
馬
発
た
せ
し
春
の
駅

 

（
福
岡
県　

直
方
市
） 

西　

尾　

昭　

二

海
峡
を
見
下
ろ
す
丘
の
藪
椿

 

（
奈
良
県　

奈
良
市
） 

上　

田　

秋　

霜

海
峡
は
日
に
日
に
青
し
龍
天
に

 

（
福
岡
県　

福
岡
市
） 

髙　

山　

國　

光

遠
目
に
は
静
か
関
門
海
峡
春

 

（
東
京
都　

豊
島
区
） 

松　

枝　

真
理
子

船
滑
り
ゆ
く
春
潮
を
敷
き
延
べ
て

 

（
東
京
都　

豊
島
区
） 

高　

橋　

桃　

衣

玄
海
の
風
に
あ
ら
が
ひ
雁
帰
る

 

（
長
崎
県　

佐
世
保
市
） 

牛　

飼　

瑞　

栄

貨
物
船
重
た
し
春
の
壇
ノ
浦

 

（
福
岡
県　

福
岡
市
） 

鈴　

木　

ミ
レ
イ

春
潮
や
門
司
に
至
り
て
色
変
は
る

 

（
東
京
都　

渋
谷
区
） 

福　

原　

康　

之

【
選
評
】

　

昨
日
は
体
の
芯
ま
で
冷
え
切
る
ほ
ど
の
寒
さ
で
し
た
が
、
揚
が
っ
て
い

く
は
ね
橋
の
先
の
雲
は
紛
れ
も
な
い
春
の
雲
で
し
た
。
視
点
の
動
き
と
と

も
に
情
景
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

跳
ね
橋
の
揚
り
触
れ
た
る
春
の
雲

（
福
岡
県　

直
方
市
）

西
尾　

昭
二

【
選
評
】

　

東
京
に
居
て
は
「
料
峭
」
と
い
う
季
語
は
使
い
づ
ら
い
。
壇
ノ
浦
と
呼

ば
れ
、
源
平
合
戦
の
歴
史
あ
る
関
門
海
峡
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
季
語
が
生

か
さ
れ
た
。
浅
葱
色
と
い
う
美
し
い
言
葉
が
近
づ
い
た
春
の
季
節
感
も
表

し
て
い
ま
す
。

料
峭
の
関
門
海
峡
浅
葱
色

（
東
京
都　

豊
島
区
）

松
枝
真
理
子

西
村
　
和
子
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「大正浪漫と潮風の薫る門司港レトロ ～めかり公園散策」
３月２日（土） 10：00～15：00
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当日投句受付
３月２日（土） 15：00～17：00、 ３月３日（日） 8：30～10：00

見学会
３月３日（日） 9：30～12：00
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　開会にあたり、実行委員会の近藤会長からご来場の皆様に歓迎
の挨拶がありました。
　大会では、相田みつを美術館の相田館長による講演会の他、「事
前投句の部」「当日投句の部」それぞれの表彰式と選者選評が行わ
れました。

■講　師
■演　題

相田 一人 氏 （相田みつを美術館館長）
「言葉・コトバ・ことばはチカラ ～父・相田みつをの書と言葉」

実行委員会会長
近藤　　晃

会長挨拶

３月３日（日） 13：00～16：00

20



表彰式

大会選者

「事前投句の部」大賞受賞

柳田　柑奈 さん
「事前投句の部」市長賞受賞

江守　宏二 さん

「当日投句の部」市長賞受賞

福原　康之 さん
「事前投句の部」特別賞受賞
「当日投句の部」大賞受賞

牛飼　瑞栄 さん

今井 肖子 先生 小川 晴子 先生 西村 和子 先生
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〒802-0041 北九州市小倉北区妙見町17-2
TEL 093（921）2292　FAX 093（921）2259
http://www.myouken.or.jp
e-mail：info@myoken.or.jp

（一社）

〒808-0017 北九州市若松区東小石町3－1
TEL093－771－0205

FAX093－771－0225

バス広告

協賛企業・団体
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093（541）0007

093（541）1748
093（541）0286

小
交

総合
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印刷のことならヨシミ工産にお任せ下さい！
企画、制作から印刷までを手がける経験豊富な実績でお客様に満足をご提供いたします！

■ 東 京 営 業 所　〒113-0033　東京都文京区本郷３丁目26番１号 本郷宮田ビル３階 ☎（03）5802-5601　FAX（03）5802-5603
■ 福 岡 営 業 所　〒812-0011　福岡市博多区博多駅前１丁目23番28号 ☎（092）481-9559　FAX（092）481-9966

〒804-0094　福岡県北九州市戸畑区天神１丁目13番５号
☎（093）882-1661　FAX（093）881-8467

http://www.e-yoshimi.jp
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https://www.gururich-kitaq.com
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全国俳句大会in北九州実行委員会事務局〈（公財）北九州観光コンベンション協会内〉 
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